
彫刻家。1892（明治
25）年、富山県に生ま
れる。東京美術学校（現
在の東京芸術大学）卒
業。1926（大正15）年
から東京高等工芸学校
で工芸彫刻を教えるか

たわら、1928（昭和3）年から構造社に
参加、明るい作風の母子像などを発表
する。1970（昭和45）年没。
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主な内容
おむつ代の医療費控除

観光協会推奨品等を募集

忘れないで！阪神・淡路大震災

企画展「徳川慶喜・東京写真紀行」

②

③

④

⑧

寺
畑
助
之
丞
は
、
大
正
時
代
か
ら
戦
後
に
わ
た
っ
て
活
動
し
た
彫
刻
家
で
す
。

草
創
期
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
機
関
で
あ
っ
た
東
京
高
等
工
芸
学
校
（
現
在
の
千
葉

大
学
工
学
部
）
の
教
授
と
し
て
、
工
芸
彫
刻
を
指
導
す
る
か
た
わ
ら
、「
構
造
社
」

に
加
わ
り
、
作
家
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

構
造
社
は
、
一
九
二
六
（
大
正
15
）
年
、
立
体
芸
術
の
研
究
と
発
表
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
、
一
九
四
四
（
昭
和
19
）
年
ま
で
、
毎
年
上
野
の
東
京
府
美

術
館
で
「
構
造
社
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
構
造
社
展
で
は
、
建
築
と
彫
刻
の

調
和
を
課
題
と
し
て
、
展
覧
会
場
に
つ
く
ら
れ
た
巨
大
な
建
造
物
に
各
作
家
の

作
品
を
設
置
す
る
「
綜
合
試
作
」、
記
念
碑
（
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）
や
レ
リ
ー
フ
な

ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

寺
畑
が
教
え
て
い
た
東
京
高
等
工
芸
学
校
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
20
）
年
か
ら

二
十
年
間
、
市
内
岩
瀬（
現
在
の
松
戸
中
央
公
園
）
に
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
展

覧
会
で
は
、
寺
畑
の
生
涯
を
作
品
四
十
点
に
よ
り
回
顧
し
、
同
時
に
、
構
造
社
で

寺
畑
と
活
動
を
共
に
し
た
彫
刻
家
た
ち
の
作
品
、
五
十
八
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

社
会
教
育
課
蕁
366
・
７
４
６
３

1/28貍 2/26豸
市立博物館企画展示室

※団体料金は20人以上
※毎週土曜日は、小・中学生の観覧は無料です。

休館日…月曜日と2/24貊
開館時間…午前9時30分～午後5時

（入館は午後4時30分まで）

出品作家

寺畑助之丞

雨田禎之（光平）

荻島安二

河村目呂二（龍興）

後藤清一

後藤泰彦

齋藤素巌

清水三重三

鈴木　章

中牟田三治郎

濱田三郎

日名子実三

安永良徳

陽　咸二

期日…1月29日豸
時間…午後1時～2時30分
会場…市立博物館講堂
テーマ…構造社の作家たち
講師…宇都宮美術館学芸員・
浜崎礼二氏
定員…先着80人
費用…無料
社会教育課蕁366－7463

記念講演会

観 覧 料 個人 団体 企画・常設展
共通

一般 400円 320円 600円

高校生・大学生 200円 160円 300円

小学生・中学生 100円 80円 150円

寺畑助之丞 東京高等工芸学校
東京高等工芸学校は、1921

（大正10）年に創設された、わ
が国屈指のデザイン教育機関
です。終戦直後に岩瀬の陸軍
工兵学校跡（現在の松戸中央
公園）に移転。その後千葉大
学工学部となり、1964（昭和
39）年に西千葉キャンパスに
移転するまでの20年間、松戸
に校舎を構えていました。

て
ら
は
た

そ
う
ご
う

す
け
の
じ
ょ
う

寺畑助之丞「母と子」

寺畑助之丞「母と子（座る）」

寺畑助之丞「母と子（横たわる）」

寺畑助之丞「浴」

荻島安二「波」

陽咸二「降誕の釈迦」
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歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 127

昨
年
の
お
正
月
に
も
、
こ
の
紙
面

で
同
じ
よ
う
に
新
年
の
ご
挨
拶
し
た

こ
と
を
、
本
当
に
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
出
し
ま
す
。

私
ど
も
松
戸
歯
科
医
師
会
は
、
こ

の
「
広
報
ま
つ
ど
」
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
、
昨
年
一
年
間
、
歯
や
、
お

口
の
中
の
健
康
増
進
や
病
気
の
予
防

に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
も
「
歯
の
話
」
を
通

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
現
在
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、

主
に
予
防
に
つ
い
て
の
知
識
や
方
法

な
ど
が
お
話
し
の
中
心
に
な
っ
て
い

ま
す
。
毎
日
歯
磨
き
を
す
る
、
定
期

的
に
歯
科
医
院
で
検
診
や
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ

を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
は
、
も
ち

ろ
ん
お
口
の
中
の
健
康
を
保
つ
の
に

非
常
に
有
効
な
手
段
で
す
。

そ
し
て
、
学
校
健
診
や
成
人
歯
科

健
診
・
妊
婦
歯
科
健
診
・
口
腔
が
ん

健
診
を
受
け
る
と
い
う
の
も
、
ま
た

早
期
発
見
と
い
う
意
味
で
と
て
も
重

要
で
す
。

皆
さ
ん
、
健
診
を
受
け
て
い
ま
す

か
？
そ
し
て
、
健
診
の
結
果
を
有
効

に
活
用
し
て
い
ま
す
か
？

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
健
診

を
受
け
る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
す
よ
ね
。

も
ち
ろ
ん
、
な
ん
の
問
題
も
な
け
れ

ば
次
回
の
健
診
ま
で
歯
み
が
き
頑
張

り
ま
し
ょ
う
ね
、
と
い
う
こ
と
で
よ

ろ
し
い
わ
け
で
す
。

で
も
、
む
し
歯
、
歯
周
病
、
歯
並

び
、
入
れ
歯
の
不
具
合
、
頬
や
舌
・

唇
な
ど
の
粘
膜
の
病
気
な
ど
が
も
し

も
見
つ
か
っ
た
時
は
、
こ
れ
も
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
処
置
が
必
要
に

な
る
わ
け
で
す
。

「
健
診
は
受
け
た
の
だ
け
れ
ど
…
。」

そ
ん
な
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？せ

っ
か
く
お
忙
し
い
中
、
時
間
を

作
っ
て
受
け
た
健
康
診
断
で
す
。
も

し
、
そ
こ
で
何
か
処
置
が
必
要
な
問

題
点
が
見
つ
か
っ
て
い
た
の
な
ら
、

ぜ
ひ
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
近
く
の

歯
科
医
院
を
訪
ね
て
、
受
診
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

自
分
で
は
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
、「
健
診
を
受
け
て

発
見→

治
療
し
て
良
く
な
っ
た
」
と

す
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
ま

で
と
は
何
か
違
う
こ
と
に
気
が
付
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

良
く
噛
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

今
ま
で
あ
ま
り
お
い
し
く
感
じ
な
か

っ
た
も
の
が
と
て
も
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
た
。
前
歯
が
白
く
き
れ
い
に
な

っ
た
ら
、
な
ん
と
な
く
気
に
な
っ
て

い
た
人
の
前
で
、
元
気
に
「
あ
は
は

っ
」
っ
て
笑
え
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
そ
ん
な
ち
ょ
っ

と
し
た
、
で
も
す
ご
く
い
い
事
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

さ
ぁ
、
身
に
覚
え
の
あ
る
人
。
こ

れ
を
読
ん
だ
ら
、
す
ぐ
に
で
も
か
か

り
つ
け
の
歯
医
者
さ
ん
に
ご
連
絡
を
。

そ
し
て
、
今
年
一
年
を
よ
り
良
い
年

に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

h
ttp
://m

atsu
d
o.cd
a.or.jp

/

※申請の際は、介護保険被保険者証をお持ちください。
※確認書の交付に時間がかかる場合がありますので、2月中に申請をお願いします。
介護支援課蕁366－7370

○おむつ代の医療費控除を
申告するのが2年目以降の人

医師が発行した「おむつ使用証明書」に代わり、市
が交付する「おむつに係る費用の医療費控除の申告に
関する確認書」でも医療費控除が受けられます。市が
「確認書」を交付できるのは、以下のすべての項目に当
てはまる人です。①主治医意見書記載年月日がおむつ
を使用した年に作成されていること②「障害老人の日
常生活自立度（寝たきり度）」の記載がB1・B2・C1
またはC2のいずれかであること③「尿失禁の可能性」
の記載が「あり」であること
※おむつ代の医療費控除の申告が2年目以降の人の、
「おむつに係る費用の医療費控除の申告に関する確
認書」は介護支援課で交付します。その申請につい
ては、介護支援課・各支所で受け付けをしています
が、「主治医意見書」から寝たきり状態でおむつの
使用が必要である状況が確認できない場合もありま
すので、介護支援課にお問い合わせください。

○おむつ代の医療費控除を
初めて申告する人

おおむね6カ月以上寝たきりの状態にある
と認められ、治療上おむつ使用が必要な人に
ついては、おむつ代（紙おむつの購入料・貸
しおむつの賃貸料）が医療費控除の対象に
なります。
確定申告では、領収書と医師の発行した

「おむつ使用証明書」が必要です。医療費控
除の対象になる期間は、証明書の発行日に
かかわらず、証明書に記載された必要期間
です（その年に寝たきりの状態にあると認
められる期間で、最長で1月1日から12月31
日までとなっています）。
※医師が発行する「おむつ使用証明書」の
用紙および「おむつに係る費用の医療費
控除の申告に関する確認書の交付申請書」
は介護支援課・各支所で用意しています。

おむつ代の医療費控除

申請書類①博物館実習申込書(当館所定
の様式第1号で実習申込者の所属する
大学が作成。博物館ホームページから
ダウンロード可能）②身上書(各大学所
定の書式で学歴は中学校卒業以上を記
入）③80円切手を張った返信用封筒
(あて先は申込者の所属する大学の実習
担当部署を記入)
http ://www2.c i ty .matsudo .

ch iba . jp/m_muse
1月31日貂～2月14日貂〔必着〕の間

に、申請書類①～③を直接または郵送
で〒270―2252松戸市千駄堀671 市
立博物館実習担当（蕁384―8181）へ

実習期間7月9日豸に合同実習を行
い、7月13日貅～8月9日貉の間、4班
に分かれ1週間ずつ実習　対象学芸員
資格取得に必要な単位の内、実習以外
の単位を全て取得している人、または
平成18年度に取得見込みで、原則とし
て歴史学・考古学・民俗学を専攻して
いる人（選考に当たっては、市内在
住・出身者を優先） 定員約15人
※実習の期間中、やむを得ない事情で
出席できない場合は、「博物館実習申
込書」の備考欄に理由と期間を記入
してください。受け入れの諾否は2月
24日貊、各大学あてに発送します。

申告を必要とする人
平成18年1月1日現在、市内に事業用の償却資産（市内の
他の事業者に貸し付けているものを含む）を所有している
人。個人・法人で業種を問いません。

償却資産の内容について
土地および家屋以外の事業のために使う資産で、次のよ
うなものが該当します。
構築物構内舗装・広告設備・門扉・塀など 機械および

装置原動機・工作・土木・物品加工等の各種機械設備など
船舶ボート・釣り船など 航空機飛行機・ヘリコプター

など 車両および運搬具動力運搬車・大型特殊自動車な
ど 工具・器具および備品机・ロッカー・ショーケース・
応接セット・パソコンなど
※社宅・宿舎・寮等ののために使う資産も該当します。

申告は期限内に
法定申告期限は1月31日貂ですが、期限間近になります
と、窓口が混雑しますので、1月23日豺までに固定資産税
課へ申告されるようご協力ください。
※正当な事由がなく申告しなかったり、虚偽の申告をした
場合は、過料等を科されることがあります。
固定資産税課償却資産担当室蕁366―7323

償却資産（固定資産税）の申告は
1月31日貂までに

期間①2月1日貉～3月31日貊②2月13日豺～3月31日貊③3月1日貉～31日貊
内容補助作業および軽作業　対象基本的なパソコン操作ができる人　募集人員50
人程度　時給800円（交通費別途支給）
1月25日貉〔必着〕までに、郵送で市販の履歴書（写真添付、余白に希望雇用期

間を記入）を〒271―8533松戸市小根本53の3 松戸税務署総務課へ

コース 期日 時間 対象 費用

パソコンに触れてみよう
1/17貂
2/14貂
2/16貅

午後1時30分
～3時30分 ― 3,000円

（2,000円）

初心者パソコンツアー 1/19貅
2/21貂

午後1時30分
～4時30分 ― 5,000円

（4,000円）
ワードのススメ 1/23豺

午前10時～
午後5時

パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
人

14,000円
（11,000円）エクセルに挑戦しよう 2/22貉

パワーポイント入門 1/26貅

じっくりしっかりホームページ 2/24貊 13,000円
（10,000円）

松戸商工会議所パソコン教室1・2月

会場商工会館別館　定員各コース先着10人
※（ ）内は商工会議所会員の費用です。
費用を持って、直接商工会議所（蕁364─3111）へ

■広域還付申告センター

小規模納税者の所得税および消費税、年金受給者および給与所得者の所得税の
申告を対象（譲渡所得のある人を除く）とした無料相談を行います。

■税理士会が行なう無料相談

■アルバイトの募集

※土・日曜日、祝日を除く。
※譲渡所得のある人、所得金額が高額な
人、収入金額が多額な人や相談内容が
複雑な人は、ご遠慮ください。
※使い慣れた計算器具・筆記具、前年の
確定申告書・決算書・収支内訳書等の
控えおよび印鑑を必ずご持参ください。
※お車での来場はご遠慮ください。

サラリーマンなど還付申告をする人を対象に、還付申告書の受け付けを行いま
す。受け付けた申告書は、それぞれの納税地の税務署へ送付します。還付申告書
の書き方のアドバイスも行います（譲渡所得のある人を除く）。

※土・日曜日、祝日を除く

期日 時間 会場

2/1貉～16貅 午前10時～午後6時 JR東京駅「動輪の広場」

2/7貂・8貉 午前10時～午後5時 船橋フェイスビル6階きららホール

2/21貂・22貉 午前10時～午後5時 千葉駅ビルペリエホール6階大ホール

2/21貂～23貅 午前10時～午後6時 JR新宿駅西口広場イベントコーナー

期日 時間 会場

2/1貉～3貊 午前9時30分
～正午、午後
1時～4時（来
場者多数の場
合、相談受け
付けを早めに
締め切ります）

新松戸市民
センター

2/9貅・10貊 小金原市民
センター

2/9貅～14貂 常盤平市民
センター

松戸税務署からのお知らせ
松戸税務署総務課蕁363－1171

か
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
講
座

①
中
高
年
英
語
教
室
（
第
十
二
期
）

２
月
１
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
〔
全
九

回
〕
午
後
２
時
50
分
〜
４
時
20
分
　
会

場
市
民
劇
場
他
　
内
容
基
礎
　
対
象
四

十
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
十
五
人
（
抽
選
）

費
用
九
千
円

（
別
途
教
材
費
三
百
円
程
度
）

②
家
庭
介
護
基
礎
講
習
会

２
月
17
日
貊
・
24
日
貊
、
３
月
３
日

貊
〔
全
三
回
〕
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
ニ
チ
イ
学
館
松
戸
教
室
（
JR
松
戸

駅
下
車
）

内
容
楽
な
介
護
の
方
法
、

介
護
保
険
の
利
用
方
法
、
認
知
症
の
予

防
お
よ
び
対
応
の
仕
方
　
対
象
六
十
歳

か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
人
　
定
員
三
十

人
（
抽
選
）

費
用
無
料

①
１
月
23
日
豺
〔
必
着
〕
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
②
１
月
27
日
貊
〔
必
着
〕
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒

270
│
２
２
５
１
松
戸
市
金
ケ
作
二
七
七

の
四
　
譖
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
蕁
384
・
３
１
９
１
）
へ

①
松
戸
的
協
働
事
業
必
勝
講
座
〜
入

門
編2

月
7
日
貂
午
後
5
時
30
分
〜
8
時

30
分
　
内
容
N
P
O
の
意
欲
・
能
力
・

行
動
力
を
引
き
出
し
、
協
働
事
業
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
自
己
評
価
と
企
画
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
　
講
師
㈲
ア
リ
エ
ー

ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

代
表
・
矢
代
隆
嗣
氏
　
対
象
行
政
や
企

業
・
他
団
体
と
の
協
働
を
模
索
し
て
い

る
団
体
　
定
員
先
着
三
十
人

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
す
る
税
の
基
礎

知
識
学
習
会

２
月
８
日
貉
午
後
２
〜
４
時
　
講
師

松
戸
税
務
署
職
員
他
　
対
象
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ま
た
は
同
法
人
を
目
指
し
て
い
る
団

体
　
定
員
先
着
百
人

会
場
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

費
用
無
料

１
月
16
日
豺
午
前
9
時
か
ら
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
蕁
368
・
１
８
１
４
へ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

甲
種
防
火
管
理
講
習
会

２
月
23
日
貅
・
24
日
貊
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
　
会
場
市
消
防
局
五
階
講
堂

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
　
定
員
先

着
二
百
人
　
費
用
五
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

１
月
23
日
豺
〜
27
日
貊
の
間
に
、
直

接
市
内
消
防
署
ま
た
は
消
防
局
予
防
課

（
蕁
363
・
１
１
１
４
）
へ

1月28日貍から稔台およ
び松戸新田の各一部の町名
地番が変わります。

地域振興課町名整備係蕁
366─7318

町名地番の変更

ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
再
生
木

製
品
の
展
示
・
販
売

受
付
期
間
2
月
13
日
豺
ま
で
の
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
、
2
月
13
日
は
午
前
11
時
ま

で
）

抽
選
会
2
月
13
日
豺
午
前
11
時

か
ら
　
引
取
期
間
抽
選
会
後
か
ら
2
月

23
日
貅
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
の
現
地
指
定
時
間
内
　
会
場
和

名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
当
選
者
に
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
392
・
３

０
５
１
、
環
境
業
務
課
蕁
366
・
７
３
３
２

1985年から1992年製のナショナルFF式石油
温風機および石油フラットラジアントヒーター
には、事故に至る危険性があります。使ってい
る人は、至急下記にご連絡ください。

松下電器産業㈱
フリーダイヤル0120─872─773

※土・日曜日、祝日を含む24時間受け付け
消費生活センター蕁365─6565（土・日曜日、

祝日を除く午前8時30分～午後4時）

講座名 日時 定員 費用

初めてのWindows 2/6豺・7貂・8貉・9貅午後 10人

各12,000円
（10,000円）

Wordを使った文書作成講座 2/14貂・15貉・16貅・17貊午後 10人

Excelを使った表計算講座Ⅰ 2/6豺・7貂・8貉・9貅午前 10人

Excelを使った表計算講座Ⅱ 2/14貂・15貉・16貅・17貊午前 10人

Access基礎講座 2/21貂・22貉・23貅・24貊午前 10人

インターネット講座 2/27豺・28貂午前 10人 6,000円

女性向けパソコン講座 2/21貂・22貉・23貅・24貊午後 10人 12,000円
パソコンを使ってみよう

（60歳以上対象) 2/2貅・3貊午前 6人 7,000円

松戸地域職業訓練センター講座

時間午前＝午前9時30分～午後0時30分、午後＝午後1時30分～4時30分
1月20日貊午前9時から、受講料を添えて直接、松戸地域職業訓練センター

（小金原1の19の3、蕁349－3200）へ
※各コースとも受付開始時間に定員を超えた場合はその場で抽選。
※受け付け当日は、車での来所はご遠慮ください。
※（ ）内は当会員事業所または団体会員メンバーの料金です。

2月15日貉までに、所定の推奨審査申
請書に、審査料を添えて、直接松戸市観
光協会事務局（京葉ガスF松戸第2ビル4
階　商工観光課内蕁366－7327）へ
※申請書は同協
会事務局へご
請求ください。
※結果は審査後、
申請者に直接
通知します。

松戸市観光協会では、観光資源・観光施設・
物産品で優秀なものを推奨しています。推奨
されたものは、推奨状をお渡ししますので、
平成18年4月1日から平成20年3月31日までの
2年間に限って、普及・宣伝に使用できます。
対象①市内に所在する観光資源（郷土芸能
・郷土文化・無形文化財など）②市内の観光
施設（歴史的な寺社・店舗・史跡など）③市
内で生産販売される物産品（土産物・特産品
など） 審査料観光資源・観光施設15,000円、
物産品10,000円

内容…①家事・介護援助②理
髪（出張床屋）③緊急通報
費用…月会費1,000円と入会
金1,000円（登録時のみ）、サ
ービス料（下表参照）

電話で社会福祉協議会ふれあいサービスセンター蕁368－2941へ

高齢者や心身に何らかの障害のある人が、住み
なれた地域で安心して暮らせるように、地域の人
たちの参加と協力で、在宅福祉サービスを有償で
提供しています。現在、サービスの利用を希望す
る人（利用会員）を募集中です。どうぞお気軽にご
相談ください。

電話で、まつどファミリー・サポート・センター蕁330－2941へ

利用会員…市内在住・在勤で、同居している
生後4カ月以上10歳未満のお子さんがいる人
提供会員…育児活動に理解と熱意がある、健
康な市内在住の人
利用料金…
月～金曜日午前6時～午後10時／1時間700円
土・日曜日、祝日等／1時間900円

まつどファミリー・サポ
ート・センターは、地域で、
育児の援助を受けたい人と
育児の援助したい人が会員
となり、助け合う会員組織
です。ただ今会員募集中。

2月21日貂・22日貉午後1時30分～4
時30分・23日貅午後1時30分～4時 会
場社会福祉協議会（総合福祉会館内）内
容ボランティア活動に関する講義と活動
紹介　対象市内在住で60歳以上の男性
定員30人　費用500円（資料代等）

2月7日貂〔必着〕までに、官製ハガキ
かファクスに住所・氏名・年齢・電話番
号・応募の動機を記入して、〒271─0094
松戸市上矢切299の1総合福祉会館内　松
戸市社会福祉協議会ボランティアセンタ
ー（蕁362─5963薨368─0536）へ

ジョブパスポート　IN MATSUDO

会場勤労会館　対象15歳以上35歳までの就職を希望する人、（現在高
校、大学等通学中の人も参加可） 定員30人　費用無料
1月31日貂までに、電話で商工観光課労政係蕁366－7327へ

期日 時間 内容

2/ 2貅
午前10時から 適職診断検査の受検

マークシート方式の質問に答え、あなた
の職業志向を客観的に分析
左記時間内で予約制、所要時間30分程度

午後2時からと6時から

4貍 午後2時からと4時から

18貍 午前10時～午後4時

社会人マナー・自己分析・履歴書の書き
方・面接練習など
社会人とのトークセッション
各界で活躍する社会人に、志望から採用
までの活動、現在の仕事について聞く
適職診断検査の結果返却と内容解説

日時 会場 内容 講師

2/ 2貅
（
市
役
所
向
か
い
）

東
葛
飾
合
同
庁
舎

わかりやすい子どものアレルギー
のはなし～ぜん息、アトピー性皮
膚炎、食物アレルギーについて

東葛病院小児科医・伊東繁氏

17貊
①アレルギー、特に食物アレルギ
ーの子の食生活について②アレル
ギーを軽くする子育てのヒント

①千葉西総合病院管理栄養士・
松本晴美氏②昭和大学医学部小
児科臨床心理士・松嵜くみ子氏

対象アレルギー児を持つ保護者　定員先着各30人　費用無料
電話で松戸健康福祉センター（松戸保健所）地域保健福祉課蕁361ー2121へ

午
後
1
時
30
分
か
ら

大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
事
業
者
説
明
会

2
月
16
日
貅
午
後
1
時
30
分
か
ら

会
場
東
葛
飾
合
同
庁
舎
（
市
役
所
向
か

い
）

内
容
大
気
中
揮
発
性
有
機
化
合

物
（
V
O
C
）
の
排
出
規
制
に
伴
う
説

明
会
　
費
用
無
料

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

東
葛
飾
県
民
セ
ン
タ
ー
地
域
環
境
保

全
課
蕁
361
・
4
0
4
8
、
市
環
境
保
全

課
蕁
366
・
7
3
3
7

変更地区 新町名
稔台・松戸新田
の各一部 稔台一丁目

稔台の一部 稔台二丁目

市
立
病
院
小
児
心
臓
外
来
の
休
診

休
診
日
1
月
19
日
貅
・
20
日
貊

同
病
院
同
科
外
来
蕁
363
・
2
1
7
1

内
線
2
1
0
2

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
め
ざ
す
た
め
の
説

明
会
＆
事
例
報
告
会

2
月
17
日
貊
午
後
2
時
〜
4
時
20
分

会
場
市
民
会
館
　
内
容
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認

証
手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
実
際

に
手
続
き
を
行
っ
た
団
体
の
苦
労
話
を

交
え
た
事
例
報
告
　
対
象
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
を
目
指
す
人
　
定
員
先
着
百
二

十
人
　
費
用
無
料

電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
室
蕁
366

・
７
０
６
２
へ

前回推奨品等の1つ戸定邸

家事・介護援助サービス

派遣時間
月～金曜日 土・日曜日、祝日

午前9時～午後5時 午前8時～9時
午後5時～8時 午前8時～午後8時

利
用
料

家事 1時間／900円 1時間／1,100円 1時間／1,300円

介護 1時間／1,100円 1時間／1,300円 1時間／1,300円

理髪 1回／5,000円

派遣経費 派遣1回につき300円

緊急通報（24時間あんしん電話サービス） 1カ月／3,675円（税込）

若者就労支援セミナー



①
自
分
自
身
の
備
え

○
身
の
安
全
を
確
保

○
地
震
の
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
余

震
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
脱
出
口
を

確
保

○
火
元
や
周
囲
の
状
況
を
確
認
。
火
の

手
が
上
が
っ
て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
初

期
消
火
を

○
け
が
を
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
救

出
と
応
急
手
当
て
を

②
家
庭
で
の
備
え

○
家
具
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
固
定
と
、
配
　

置
場
所
を
考
え
る

○
建
物
全
体
の
耐
震
診
断
と
必
要
に
応

じ
た
補
修

○
非
常
持
ち
出
し
品
の
チ
ェ
ッ
ク
、
保

管
場
所
の
確
認

○
家
族
全
員
で
避
難
場
所
を
確
認

③
地
域
で
の
備
え

○
日
ご
ろ
か
ら
町
会
・
自
治
会
等
を
中

心
に
、
組
織
的
に
活
動
で
き
る
体
制
　

づ
く
り
を
（
自
主
防
災
組
織
の
結
成

や
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
）

1
月
26
日
貅

は
、
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。

昭
和
24
年
の
こ

の
日
、
法
隆
寺

金
堂
壁
画
が
焼

損
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、

全
国
的
な
文
化

財
防
火
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
市
内
四
カ

所
で
市
消
防
局
・
地
域
住
民
等
が
参
加

し
、
防
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。

メ
イ
ン
会
場
…
市
立
博
物
館
＝
1
月
26

日
貅
午
前
9
時
30
分
か
ら
　

サ
ブ
会
場
…
本
土
寺
・
万
満
寺
・
戸
定

邸
＝
1
月
26
日
貅
午
前
10
時
か
ら

※
メ
イ
ン
会
場
の
市
立
博
物
館
で
は
、

訓
練
終
了
後
、
文
化
財
保
護
に
関
す

る
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
七

面
催
し
物
案
内
を
参
照
）。

社
会
教
育
課
文
化
財
係
蕁
366
・
7
4

6
2

平
成
7
年
1
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
兵
庫
県

南
部
地
震
）
か
ら
十
一
年
が
経
過

し
ま
す
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
地
震

の
恐
ろ
し
さ
や
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
備
え
の
意
識
が
薄
れ
て
き
て

い
ま
せ
ん
か
。

近
年
、
国
内
で
は
新
潟
県
中
越

地
震
や
宮
城
県
沖
地
震
、
海
外
で

は
ス
マ
ト
ラ
沖
や
パ
キ
ス
タ
ン
で

の
巨
大
地
震
が
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
地
震
や
災
害
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。
い

つ
、
ど
こ
で
起
き
て
も
不
思
議
で

は
な
い
地
震
に
備
え
、
防
災
に
つ

い
て
家
庭
や
地
域
で
話
し
合
い
、

日
ご
ろ
か
ら
地
震
に
対
す
る
正
し

い
心
構
え
を
身
に
付
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

防
災
課
蕁
366
・
7
3
0
9

広報 2006年（平成18年）1月15日
4

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用

受
け
付
け
と
説
明
会

１
月
25
日
貉
午
後
６
時
か
ら
　
会
場

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
六
階
会
議
室
　

内
容
４
月
７
日
貊
〜
６
月
29
日
貅
の
利

用
受
け
付
け
　
持
ち
物
筆
記
用
具
・
印

鑑
　

※
空
き
が
あ
れ
ば
1
月
26
日
貅
か
ら
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
蕁
366
・
７

４
６
２

松
戸
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
お
よ

び
記
念
講
演
会

2
月
5
日
豸
午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
市
民
劇
場
　
講
師
ハ
リ
マ
産
業
㈱
代
表

取
締
役
社
長
・
大
久
保
敏
行
氏

内
容

「
伝
統
技
能
の
継
承
と
未
来
」（
仮
題
）

費
用
無
料

電
話
で
商
工
観
光
課
蕁
366
・
7
3
2

7
へ

個
育
て
お
し
ゃ
べ
り
広
場

２
月
２
日
貅
・
16
日
貅
午
前
10
時
〜

11
時
15
分
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
内
容
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
の
進
行
で
、
子
ど
も
を
遊
ば

せ
な
が
ら
、
子
育
て
等
に
つ
い
て
お
し

ゃ
べ
り
　
対
象
各
先
着
親
子
十
組
　
費

用
無
料

※
終
了
後
、
個
別
相
談
あ
り
。

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー
蕁
364
・
８
７

７
８
へ

子
育
て
サ
ロ
ン
「
こ
の
指
と
ま
れ
」

1
月
23
日
豺
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　
内
容
親
子
で
自
由
遊
び
　
対
象
六

カ
月
〜
二
歳
児
と
そ
の
親
　
定
員
先
着

四
十
五
人
　
費
用
無
料
　

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー
蕁
364
・
８
７

７
８
へ

松
戸
市
福
祉
大
会

２
月
５
日
豸
午
後
１
時
〜
４
時
　
会

場
市
民
会
館
　
内
容
福
祉
功
労
者
表
彰

式
、
ア
ン
ト
ニ
オ
古
賀
氏
等
に
よ
る
チ

ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
蕁
368
・
0

5
0
3

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員

会
準
備
委
員
会

１
月
26
日
貅
午
後
２
時
30
分
か
ら

会
場
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
傍
聴
定
員
先
着
十
人

高
齢
者
福
祉
課
蕁
366
・
７
３
４
６

常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康

相
談
員
を
募
集

勤
務
期
間
３
月
１
日
〜
平
成
19
年
３

月
31
日
の
毎
月
第
一
・
第
三
・
第
五
水

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
常
盤
平

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
内
容
健
康
相
談

を
受
け
る
　
対
象
六
十
五
歳
以
下
で
保

健
師
の
資
格
の
あ
る
人
　
募
集
人
員
一

人
　
支
給
額
一
日
五
千
三
百
六
十
円
（
税

込
み
・
交
通
費
を
含
む
）

※
市
内
の
医
療
機
関
に
勤
務
し
て
い
る

人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
矢
切
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第
二
・

第
四
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

健
康
相
談
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

１
月
31
日
貂
ま
で
に
、
履
歴
書
・
保

健
師
免
許
証
の
写
し
を
直
接
ま
た
は
郵

送
で
、
〒
270
│
2
2
6
1
松
戸
市
常
盤

平
三
の
二
十
五
　
常
盤
平
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
蕁
386
・
0
2
0
1
）
へ

市
立
保
育
所
・
非
常
勤
保
育
従
事

職
員
登
録
者
を
募
集

非
常
勤
保
育
従
事
職
員
と
し
て
登
録

し
、
北
松
戸（
上
本
郷
）
・
松
ケ
丘
（
松

戸
新
田
）
保
育
所
で
必
要
が
生
じ
た
場

合
に
連
絡
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
市
立
保
育
所
で
も
募
集

対
象
保
育
士
資
格
の
あ
る
五
十
八
歳

以
下
の
人
（
資
格
な
し
で
も
可
）

勤

務
時
間
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
〜
９

時
と
午
後
４
時
〜
６
時
、
土
曜
日
の
午

前
８
時
〜
９
時
と
正
午
〜
午
後
３
時

（
最
長
で
月
〜
金
曜
日
の
午
前
７
時
〜

９
時
と
午
後
４
時

〜
７
時
、
土
曜
日

の
午
前
７
時
〜
９

時
と
正
午
〜
午
後

５
時
と
な
る
場
合

あ
り
）

保
育
課
蕁
366
・

７
３
５
１

会場女性センターゆうまつど　対象市内在住・在勤の人　定員先
着70人　費用無料

② 公 民 館 市 民 連 携 講 座 【 全 3 回 】

期日 時間 内　容 講　師

2/ 7貂 午前10時～正午
戦後60年を検証する～過
去と現状を正しく認識す
るために

昭和ロマン館館長・根本
圭介氏

16貅 午前9時30分～正午
映画「じゃあまた来週」
上演とトーク～定年後の
生き方を考える

映画監督・久島恒和氏

21貂 午前10時～正午 まちづくりと創年の役割
聖徳大学教授・清水英男
氏

① 公 民 館 女 性 大 学 講 座 【 全 4 回 】

期日 内　容 講　師

2/ 3貊 思春期・青年期の心理と行動 ちば心理教育研究所所長・光元
和憲氏

17貊 変わる社会・揺れる価値観 東洋大学教授・矢口悦子氏

24貊 相談現場から～引きこもる若者たちと家族関係
社会教育指導員・三輪多恵子氏

3/ 3貊 子どもとの関係・家族との関係を見つめ直そう

時間午前10時～正午　会場女性センターゆうまつど　対象市内
在住・在勤・在学の人　定員30人（抽選） 費用無料

文
化
財
防
火
訓
練
を

実
施
し
ま
す

市
で
は
、
1
月
17
日
貂
午
前
中
、
市

役
所
本
庁
舎
と
駐
車
場
で
、
防
災
訓
練

お
よ
び
消
防
局
第
一
方
面
（
中
央
・
西

口
消
防
署
）
お
よ
び
消
防
団
中
央
方
面

隊
に
よ
る
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
来
庁
者
も
参
加
で
き
る
起
震

車
・
煙
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
間
、
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
結
成
へ
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

結
成
に
あ
た
っ
て
、
防
災
資
機
材
購
入

費
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
防

災
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①②とも電話で、公民館蕁368－1214へ

日常生活において、道路は欠かすことができません。しかし、市
内には道幅が4メートルに満たない道路（狭あい道路）やすみ切り
のない角地がかなりあります。こうした狭い道路は、災害時の緊急
自動車の進入、および救助活動や安全な避難行動の妨げになるなど、
さまざまな問題が考えられます。
市では、「松戸市狭あい道路後退用地等整備要綱」を定め、建物
の建築時に建築主や土地所有者の協力をいただき、「狭あい道路」
の拡幅事業を進めています。ご協力をお願いします。
建築指導課建築指導係蕁366─7368

道幅は、4.0メートル以上ありますか？

市
役
所
で
、
地
震
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
ま
し
ょ
う
！

現
況
道
路
の
中
心
線
か
ら
、
両
側
二
メ
ー
ト
ル

以
上
の
幅
員
確
保
が
必
要
で
す

今
年
は
市
役
所
本
庁
舎
の
訓
練
で
、
一
般
来

庁
者
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

万
満
寺
で
の
訓
練

地
震
か
ら
自
分
自
身
を
、
家
庭

を
、
地
域
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
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こ

う

ざ

 

講
座
・
講
演 

講
座
・
講
演 

こ

う

え

ん

 

虔
ま
つ
ど
遠
足
ク
ラ
ブ
・
登
山
学

校
（
中
級
登
山
者
養
成
）

2
月
15
日
貉
〜
7
月
〔
全
十
二
回
〕

会
場
市
民
会
館
他
　
内
容
基
礎
を
見
直

し
、
自
然
や
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き

る
知
識
と
技
術
を
、
講
習
と
登
山
（
各

六
回
）
を
セ
ッ
ト
で
行
い
修
得
す
る

対
象
二
十
〜
五
十
歳
の
人
　
定
員
十
人

（
抽
選
）

費
用
九
千
円
（
共
同
装
備
負

担
金
・
保
険
等
、
交
通
費
は
実
費
）

※
2
月
8
日
貉
に
市
民
会
館
で
説
明
会

あ
り

1
月
29
日
豸
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
で
〒
270
―
2
2
5
1
松
戸
市
金
ケ

作
二
六
五
の
一
七
　
田
中
惣
太
郎
〔
蕁

薨
387
・
4
9
7
9
（
夜
間
の
み
）〕
へ

虔
楽
し
も
う
海
外
旅
行
英
会
話

1
月
27
日
〜
4
月
28
日
の
毎
週
金
曜

日
〔
全
十
三
回
〕
午
後
1
時
〜
3
時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
歌

・
カ
ー
ド
等
を
使
っ
て
学
ぶ
　
対
象
中

高
年
の
初
心
者
　
定
員
先
着
八
人
　
費

用
一
万
五
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
馬
橋
東
英

会
話
ク
ラ
ブ
・
長
須
賀
蕁
薨
362
・
3
4

9
4
へ

虔
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

2
月
10
日
〜
4
月
28
日
の
毎
週
金
曜

日
〔
全
九
回
〕
午
後
1
時
15
分
〜
2
時

15
分
　
会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
初
心
者

費
用
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
千
円
）

当
日
会
場
で

舞
夢
新
松
戸
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
北

上
蕁
341
・
8
1
8
2
（
夜
間
の
み
）

虔
や
さ
し
い
囲
碁
（
入
門
・
初
級
）

1
月
27
日
貊
、
2
月
3
日
貊
〔
全
二

回
〕
午
後
1
時
30
分
〜
5
時
　
会
場
日

本
棋
院
松
戸
生
涯
学
習
支
部
（
新
京
成

五
香
駅
下
車
）

内
容
基
礎
か
ら
　
定

員
各
講
座
先
着
八
人
　
費
用
無
料
（
入

門
の
み
教
材
費
八
百
四
十
円
）

電
話
で
同
院
同
支
部
入
門
サ
ー
ク
ル

・
岩
島
蕁
388
・
3
0
2
2
へ

虔
写
経
入
門
講
習
会

1
月
29
日
豸
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

1
時
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容
基
礎
的

な
書
き
方
・
作
法
等
の
講
義
お
よ
び
実

技
・
鑑
賞
　
定
員
先
着
四
十
人
　
持
ち

物
書
道
用
具
一
式
　
費

用
千
五
百
円
（
教
材
費

を
含
む
）

電
話
で
松
戸
書
道
教

育
連
盟
・
余
語
蕁
385
・

4
5
3
0
へ

虔
「
人
生
の
途
中
で
耳
が
不
自
由

に
な
っ
た
人
の
集
い
」
へ
の
お
誘
い

1
月
27
日
貊
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
　
会
場
健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ

い
22
）

内
容
筆
ペ
ン
に
よ
る
実
用
用

語
書
道
　
持
ち
物
筆
ペ
ン
ま
た
は
、
小

筆
と
硯（
ま
た
は
そ
れ
に
変
わ
る
も
の
）

・
下
敷
き
（
新
聞
紙
可
）
・
文
鎮
（
小

石
等
可
）

費
用
百
円
（
教
材
費
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
筆
談
あ
り

千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
協

会
・
岡
野
雅
子
蕁
薨
347
・
5
6
5
5

虔
初
級
（
旅
行
）
英
会
話

1
月
24
日
〜
4
月
4
日
の
毎
週
火
曜

日
〔
全
十
回
〕
午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
青
少
年
会
館
　
対
象
中
高
年
　
定
員

先
着
十
五
人
　
費
用
九
千
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ジ
ョ
イ
フ

ル
英
会
話
ク
ラ
ブ
・
倉
持
蕁
薨
365
・
1

9
5
6
（
午
後
8
時
〜
10
時
）
へ

虔
新
年
の
集
い

1
月
28
日
貍
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場
八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
補
充

兵
と
し
て
体
験
し
た
沖
縄
戦
と
治
安
維

持
法
を
語
る
　
講
師
高
澤
義
人
氏
　
費

用
三
百
円
（
和
菓
子
付
き
）

牧
の
原
九
条
の
会
・
桑
原
蕁
387
・
3

5
1
7

ライフプランセミナー「経済計画講座」
日　時 会　場 定員 内　容

1/29豸午後
1時～4時

柏市教育福祉会
館

先着
70人

生活設計から具体的な遺言
書のつくり方まで（中高年
とライフプラン、貯蓄に関
する基礎知識、相続対策）

2/11豢午後
1時～4時

千葉県教育会館
（千葉市中央区）

先着
100人

講師健康・生きがいづくりアドバイザー養成専任講師・
茂木一晃氏　費用無料
電話またはファクス・Eメールで、希望日・住所・氏名・

年齢・電話番号・希望人数・手話通訳を希望の場合はその
事を記入して、譛千葉県福祉ふれあい財団長寿グループ蕁
043ー221ー7448、薨043ー221ー4777、 fukufure@
cd.mbn.or.jpへ

パソコン講座
講 座 名 日　時

パソコン初級講
座〔全12回〕

2～5月の第1・2・3
土曜日午前10時30分
～正午

入門・孫とメー
ル講座〔全3回〕
※60歳以上対象

①2/1貉・8貉・15貉
②3/1貉・8貉・15貉
各午後1時30分～3時

パソコンの基礎
知識を学ぶ講座

2/4貍午前10時15分
～11時45分

デジカメ講座①
基礎・撮影編②編
集編③ブログ編

①2/ 2貅、3/ 2貅
②2/ 9貅、3/ 9貅
③2/23貅、3/23貅

1月16日豺午前10時から、電話で松戸 I Tボランティア蕁
367ー8889へ

定員／費用
定員先着10人
費用10,000円（テ
キスト代を含む）

会場

文化ホ
ール

スカイ
プラザ
（竹ケ花）ホームページ作

成講座
2/5豸・22貉、3/5豸
・22貉午後1時～4時

定員各先着6人
費用各1,000円

定員先着15人
費用500円（テキ
スト代を含む）

テント
小屋
（市役所
向かい）

定員各先着5人
費用各2,000円（テ
キスト代を含む）

ちば食育ボランティア活動促進事業

対象③小学4年生以上とその保護者　持ち物③④筆記用
具・エプロン・ふきん2枚・三角きん
松戸市消費者の会・文入蕁387ー9263

日時 テーマ 会場 講師 定員 費用 申し込み

①1/21貍
午
前
10
時
〜
正
午

食の話とオカ
リナ演奏を楽
しもう

女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ま
つ
ど

千葉農政事
務所職員と
オカリナ奏
者・多田芳
彦氏他 各75

人 無料 当日会場で

② 28貍

農家の人たち
のお話と懇談
（野菜の展示、
試食）

松戸市無農
薬栽培研究
会会員

③2/ 4貍

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

無添加天然酵
母パンとサラ
ダ作り、お話、
クイズ

京
葉
ガ
ス
F
松
戸
第
二

ビ
ル
一
階
料
理
教
室

松戸市消費
者の会

先着
15組

1組
400
円
電話で松
戸市消費
者の会・
文入
蕁387ー
9263へ④ 25貍

カルシウムう
どん打ちと野
菜ケーキ作り、
クイズ

先着
24人

1人
400
円

虔
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め

の
初
級
日
本
語
文
法
講
座

1
月
24
日
〜
4
月
4
日
の
毎
週
火
曜

日
〔
全
十
回
〕
午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
内

容
横
山
式
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ソ
ッ
ド
に
よ

る
、
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
講
座

対
象
十
八
歳
以
上
　
定
員
先
着
十
八
人

費
用
一
万
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
・
資
料

代
）電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

Y
D
M

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
蕁
薨
341
・
5
1
9

4
へ

虔
胃
が
ん
検
診
の
実
施
に
つ
い
て

胃
が
ん
検
診
通
知
済
の
人
で
、
ま
だ

受
診
を
し
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
追

加
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

2
月
1
日
貉
・
2
日
貅
午
前
9
時
15

分
〜
11
時
受
け
付
け
　
会
場
中
央
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
費
用
五
百
円

※
共
通
受
診
券
・
胃
が
ん
検
診
実
施
通

知
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
前
日
の
午
後
９
時
以
降
の
飲
食
お
よ

び
午
前
0
時
以
降
の
飲
水
・
喫
煙
は

で
き
ま
せ
ん
。

保
健
福
祉
課
検
診
係
蕁
366
・
7
4
8

7虔
病
気
予
防
と
食
生
活

2
月
5
日
豸
正
午
〜
午
後
3
時
　
会

場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
鮭
ご
は

ん
・
そ
ば
が
き
の
揚
げ
だ
し
・
七
色
な

ま
す
を
作
る
　
定
員
先
着
二
十
五
人

費
用
七
百
円

1
月
30
日
豺
ま
で
に
、
電
話
で
真
味

の
会
・
作
田
蕁
335
・
0
3
7
7
へ

け

ん

こ

う

 

健
　
康 

健
　
康 

松戸健康福祉センター（松戸保健所）
各種無料相談

相談名 日　時

女性のための健康相談（予約制）2/2貅午前9時30分～10時30分、2/7貂・15貉午後1時～2時

思春期相談（予約制） 2/28貂午後1時30分～3時30分

精神保健福祉相談（予約制） 2/7貂・21貂午後2時～4時

酒害相談（予約制） 2/16貅午後1時30分～3時

酒害家族教室（予約制） 2/16貅午後3時～4時30分

DV電話相談
蕁361ー6651

月～金曜日（祝日を除く）午前9
時～午後5時

DV来所相談（予約制） 毎週金曜日（祝日を除く）

エイズに関する相談・抗体検査
2/7貂・21貂午後1時30分～2時
30分、2/7貂午後5時30分～7時
30分

会場松戸健康福祉センター（松戸保健所）
※掲載以外の相談については、ホームページをご覧ください。
http://www.pref.chiba.jp/hokenjo/matsudo/

※駐車スペースが限られていますので、公共交通機関をご利用
ください。午後5時30分以降は駐車場が閉鎖されます。
同センター蕁361─2121

※エイズ相談・検査は匿名可。梅毒・クラミジアの検査も追加可

認知症予防教室

日時 会場 内容 講師 対象／定員

1/24貂
午後2時
～3時30
分

市
民
会
館

講話「認知症
にならないた
めに・認知症
は防げる」

新東京病院脳
神経外科部長
・猪野屋博氏

対象おお
むね65歳以
上 定員先
着50人

2/7貂
午後1時
30分～3
時

馬
橋
東
市
民

セ
ン
タ
ー

懐かしいメロ
ディーに合わ
せ、歌や楽器
演奏し、心を
いやす

音楽療法士・
山名瞳氏と田
中竜介氏

定員先着
40人

申し込み先
本庁地区在
宅介護支援
センター
蕁363ー68
23へ
馬橋地区在
宅介護支援
センター
蕁340ー13
55へ

会場小金保健福祉センター　対象20～50歳代の市内在住の人で、4日間出席でき、本講座を初めて受け
る人　定員先着30人　費用無料
※一時保育あり（要予約、3歳以上）
1月16日豺午前9時から、電話で小金保健福祉センター蕁346ー5601へ

日　時 内　容 持ち物
2/1貉
午前10時～午後0時30分

（テーマ）自分の食事を
見直してみましょう

（調理実習）カルシウムたっ
ぷり料理（アラカルト） エプロン・三角きん・ふきん2

枚・手ふきタオル・筆記用具2/8貉
午前10時～午後0時30分

（テーマ）自分にぴった
りの食事量とは

（調理実習）野菜たっぷり料
理（1食分）

2/15貉
午前10時～正午

（テーマ）楽しく身体を
動かしてみましょう

（運動実技）手軽にできるヨ
ガ タオル・水等の飲料

2/22貉
午前10時～午後0時30分

（テーマ）食事は楽しく
おいしく食べよう

（調理実習）子どもも喜ぶ野
菜料理（アラカルト）

エプロン・三角きん・ふきん2
枚・手ふきタオル・筆記用具

※運動できる服装で

日　時 内　容 持ち物
1/26貅
午前10時～午後1時

（お話）食生活の大切さ～食生活
チェック（手ばかり栄養法体験）

(調理実習）簡単にできる
お総菜

エプロン・三角きん・ふきん2
枚・手ふきタオル・筆記用具

1/27貊
午前10時～11時45
分

（お話）体を動かす大切さ～動か
す際のチェックポイント

（実技）みんなで楽しく
体を動かしてみましょう タオル・水等の飲料

※運動できる服装で

会場小金保健福祉センター　対象60歳以上の市内在住の人で、2日間出席できる人　定員先着24人
費用無料
1月16日豺午前9時から、電話で小金保健福祉センター蕁346ー5601へ

費用無料

食生活講座〔全4回〕

60歳からの食生活講座〔全2回〕

よ

ご

し
ん
み
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1月31日貂は国民健康保険料〔8期〕の納期限です。納付は安全便利な口座振替で！

対
象
①
主
な
活
動
場
所
が
市
内
で
あ
る

団
体
・
個
人
②
市
が
後
援
等
す
る
も
の

掲
載
で
き
な
い
も
の
①
宗
教
・
政
治
に

か
か
わ
る
も
の
②
営
利
を
目
的
と
す
る
も

の
（
指
導
者
や
講
師
等
が
主
催
す
る
催
し

物
や
サ
ー
ク
ル
・
教
室
の
生
徒
募
集
は
、

原
則
と
し
て
営
利
と
み
な
し
ま
す
）

申
し
込
み
方
法
社
会
教
育
関
係
団
体
等

は
主
管
課
を
通
し
て
、
そ
れ
以
外
の
団
体

は
広
報
ま
つ
ど
掲
載
依
頼
票
を
広
報
担
当

室
へ
提
出
（
依
頼
票
は
広
報
担
当
室
に
あ

り
ま
す
）

注
意
①
催
し
物
等
の
依
頼
は
発
行
日
の

一
カ
月
前
が
締
め
切
り
で
す
②
催
し
物
等

で
同
一
団
体
の
連
続
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん

③
紙
面
の
都
合
上
、
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
て
も
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

④
会
員
募
集
の
掲
載
は
先
着
順
で
す
。
掲

載
後
一
年
は
募
集
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん

⑤
原
稿
の
文
面
は
、
広
報
ま
つ
ど
の
書
式

に
あ
わ
せ
、
改
変
・
縮
小
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

広
報
担
当
室
蕁
366
・
7
3
2
0

情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
掲
載
要
領

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

虔
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
予
約
申
し
込
み

18
年
度
分
の
予
約
は
、
利
用
す
る
月

の
二
カ
月
前
の
月
初
め
〔
休
館
日
（
水

曜
日
）、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は

直
後
の
開
館
日
〕が
予
約
開
始
日
で
す
。

※
予
約
開
始
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
予

約
専
用
電
話
（
蕁
365
・
5
5
8
8
）

の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
一
通
話
で
五
件
ま
で
予
約
で
き
ま
す
。

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
蕁
368

・
1
8
1
4

虔
六
実
桜
ま
つ
り
出
店
者
を
募
集

4
月
8
日
貍
・
9
日
豸
各
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
30
分
　
会
場
六
実
六
高
台

さ
く
ら
通
り
　
出
店
ブ
ー
ス
一
ブ
ー
ス

（
二
誡
×
一
・
五
誡
）
限
定
　
募
集
数
百

五
十
店
（
抽
選
で
当
選
者
の
み
返
信
）

費
用
一
ブ
ー
ス
六
千
円

2
月
3
日
貊
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
電
話
番
号
・
取
り
扱
い
品

目
を
記
入
し
て
、
〒
270
―
２
２
０
４
松

戸
市
六
実
四
の
九
の
二
　
石
井
勇
〔
蕁

387
・
5
0
9
0（
午
後
9
時
〜
10
時
）〕へ

虔
常
盤
平
さ
く
ら
ま
つ
り
参
加
団

体
を
募
集

4
月
2
日
豸

会
場
常
盤
平
駅
前
ケ

ヤ
キ
通
り
他
　
演
技
時
間
一
組
二
十
分

程
度1

月
20
日
貊
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
に

団
体
名
・
代
表
者
・
連
絡
先
・
ジ
ャ
ン

ル
・
人
数
を
記
入
し
て
、
同
事
務
局（
薨

387
・
3
7
3
6
）
へ

商
工
観
光
課
蕁
366
・
7
3
2
7

虔
公
開
討
論
会
の
実
行
委
員
を
募
集

松
戸
市
長
選
に
向
け
て
公
開
討
論
会

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
討
論
会
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
実
行
委
員
に
よ
っ
て
企
画

・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
の
人

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
公
開
討
論

会
を
開
く
会
・
金
子
蕁
薨
385
・
6
0
9

5
へ

虔
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

1
月
22
日
豸
午
前
9
時
〜
正
午
　
会

場
常
盤
平
第
一
小
学
校
　
費
用
百
円（
保

険
料
）

当
日
会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
宍
戸
蕁
389
・
8
4

1
5

虔
歌
謡
体
操

2
月
2
日
〜
16
日
の
毎
週
木
曜
日〔
全

三
回
〕
午
後
3
時
〜
4
時
　
会
場
新
松

戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
曲
に
合
わ
せ

て
、
体
を
躍
動
さ
せ
る
　
対
象
成
人
女

性
　
定
員
先
着
二
十
人
　
費
用
二
千
円

電
話
で
同
団
体
・
小
関
蕁
090
・
9
6

7
3
・
0
9
6
2
へ

虔
シ
ニ
ア
初
心
者
テ
ニ
ス
学
校

1
月
30
日
〜
12
月
25
日
の
毎
週
月
曜

日
午
前
8
時
〜
9
時
20
分
　
会
場
Ｊ
Ｓ

Ｓ
テ
ニ
ス
ア
リ
ー
ナ
（
新
京
成
上
本
郷

駅
下
車
）

対
象
六
十
歳
以
上
の
初
心

者
　
定
員
先
着
二
十
五
人
　
費
用
一
回

五
百
円

1
月
29
日
豸
ま
で
に
、
電
話
で
松
戸

虔
雪
に
親
し
む
会
（
ス
キ
ー
教
室
）

2
月
17
日
貊
午
前
7
時
千
葉
銀
行
松

戸
支
店
前
集
合
（
19
日
豸
夜
帰
着
）

会
場
志
賀
高
原
（
熊
の
湯
・
横
手
山
）

定
員
先
着
四
十
人
　
費
用
三
万
二
千
円

（
往
復
バ
ス
・
宿
泊
費
・
食
事
代
・
レ
ッ

ス
ン
代
・
保
険
料
を
含
む
）

1
月
27
日
貊
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
E

メ
ー
ル
で
松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
目
黒

裕
一
（
蕁
03
・
5
6
8
0
・
5
6
9
2
）

y
u
u
ich
i0929m

eg
u
ro@
y
ah
oo.

co.jp

へ

虔
松
戸
市
家
庭
婦
人
卓
球
大
会

2
月
17
日
貊
午
前
9
時
か
ら
　
会
場

運
動
公
園
体
育
館
　
内
容
ラ
ン
ク
別
抽

選
団
体
戦
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の

女
性
　
費
用
一
人
六
百
円

2
月
10
日
貊
午
前
10
時
か
ら
、
同
公

園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
わ
せ
会
議
で

家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
合
田
蕁
345
・

7
5
9
5 ス

ポ
ー
ツ 

ス
ポ
ー
ツ 

虔
東
松
戸
病
院
臨
時
職
員
（
パ
ー

ト
）
を
募
集

職
種
①
看
護
助
手
（
病
棟
の
看
護
補

助
）
②
看
護
師
（
訪
問
看
護
）

資
格

①
五
十
歳
位
ま
で
②
看
護
師
免
許
お
よ

び
普
通
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

※
給
与
・
交
通
費
等
は
当
院
の
規
定
に

よ
り
支
給
し
ま
す
。

※
市
内
の
医
療
機
関
勤
務
者
の
応
募
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

電
話
で
面
接
日
を
予
約

同
院
総
務
課
蕁
391
・
5
5
0
0

虔
常
盤
平
学
童
保
育
園
の
指
導
員

を
募
集

勤
務
時
間
月
〜
金
曜
日
の
正
午
〜
午

後
6
時
、
隔
週
土
曜
日
の
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
3
時
　
対
象
短
大
卒
以
上
で

四
十
五
歳
ま
で
　
募
集
人
数
若
干
名

待
遇
月
給
制
（
社
会
保
険
適
用
あ
り
）

※
そ
の
他
委
細
面
談

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
を
持
参

M
A
S
C
常
盤
平
学
童
保
育
園
担

当
・
長
蕁
387
・
2
6
7
0

優しい気持ちになりたいとき。心を元気
にしたいとき。ことばの美しい絵本を開い
てください。今回は大人の心を揺さぶり、
深く語りかけてくる、大人も楽しめる絵本
を紹介します。
2月18日貍午前10時～正午　会場青少年
会館　定員50人　費用無料
おはなしキャラバン蕁344ー3037

おはなしキャラバン
おすすめ絵本講座

も

よ

お

 

も

の

 

催

し

物

 
催

し

物

 
虔
野
鳥
観
察
会
（
江
戸
川
）

2
月
5
日
豸
午
前
7
時
50
分
松
戸
駅

東
口
デ
ッ
キ
上
集
合
（
午
前
11
時
ご
ろ

現
地
解
散
、
雨
天
中
止
）

会
場
市
内

の
江
戸
川
　
内
容
水
鳥
等
の
観
察
　
持

ち
物
筆
記
用
具
・
観
察
用
具
等
　
費
用

無
料
（
交
通
費
実
費
）

譛
松
戸
み
ど
り
と
花
の
基
金
蕁
345
・

9
8
4
6

虔
や
さ
し
い
ハ
ー
ブ
と
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー

①
1
月
23
日
豺
②
2
月
2
日
貅
各
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
15
分
　
会
場
稔
台

市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
①
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ

プ
ジ
ャ
ム
作
り
②
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作

り
　
定
員
先
着
十
八
人
　
費
用
各
千
七

百
円
（
材
料
費
を
含
む
）

電
話
で
プ
チ
グ
レ
イ
ン
・
根
岸
蕁
385

・
7
6
7
3
へ

虔
パ
ソ
コ
ン
相
談
と
操
作
指
導

2
〜
3
月
の
第
一
・
二
木
曜
日
午
後

1
時
〜
4
時
の
う
ち
の
一
時
間
　
会
場

文
化
ホ
ー
ル
　
内
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
個
別
相
談
会
　
対
象
生
涯
学
習
活

動
を
す
る
上
で
パ
ソ
コ
ン
利
用
に
悩
ん

で
い
る
人
　
費
用
無
料

電
話
で
生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
蕁
367

・
7
8
7
1
（
月
曜
休
館
）
へ

虔
松
戸
心
の
健
康
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

1
月
26
日
貅
午
前
11
時
か
ら
＝
展
示

販
売
、
午
後
1
時
か
ら
＝
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
場
市
民
会
館
　
内
容
メ
ン
タ
ル
な
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
の
ト
ー
ク
・
セ
ッ

シ
ョ
ン
や
、
参
加
者
全
員
の
合
唱
等

費
用
無
料

松
戸
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
保

健
所
）
蕁
361
・
2
1
2
1

虔
音
楽
の
時
間
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

1
月
29
日
豸
午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
市
民
会
館
　
内
容
親
子
で
楽
し
め
る

イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
＆
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

対
象
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小
学
生

の
み
の
参
加
も
可
）

定
員
五
十
人

費
用
五
百
円

当
日
会
場
で

※
大
勢
で
参
加
す
る
場
合
は
要
連
絡

ぶ
ど
う
の
い
え
・
東
蕁
080
・
3
0
8

5
・
0
0
8
1

虔
歌
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
ひ
と
と
き

1
月
29
日
豸
午
後
2
時
15
分
〜
4
時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
日
本

の
歌
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト

定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
只
野
蕁
薨

392
・
0
7
2
7
へ

虔
和
力
・
結
花
公
演

1
月
21
日
貍
午
後
2
時
30
分
〜
4
時

会
場
蔵
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
結
花
（
北
総
線

矢
切
駅
下
車
）

内
容
舞
や
お
囃
子

費
用
三
千
五
百
円
（
お
雑
煮
・
お
神
酒

付
き
）

電
話
で
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
蕁
361
・
2
1

0
3
へ

市民による、市民のためのまちづくりプランを作るた
め、11月30日に松戸市景観形成検討委員会が、発足し
ました。この度、委員会の委員による公開講座を開催し
ます。
1月23日豺午後6時～8時　会場聖徳大学生涯学習社会
貢献センター　内容緑とまちづくり他　講師千葉大学園
芸学部助教授・柳井重人氏他　定員先着40人
都市整備本部企画管理室蕁366ー7356

松戸のまちを考えてみよう公開講座〔第2回〕

シ
ル
バ
ー
テ
ニ
ス
連
盟
・
藤
井
蕁
366
・

3
6
0
0
へ

虔
松
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
三
人

チ
ー
ム
戦

2
月
19
日
豸
午
前
10
時
受
け
付
け

会
場
と
き
わ
平
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

内
容
一
組
（
三
人
）
十
二
ゲ
ー
ム
の
ト

ー
タ
ル
ピ
ン
で
順
位
決
定
　
対
象
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学
生
以
上
の

人
　
定
員
先
着
二
十
八
組
　
費
用
一
般

二
千
五
百
円
、
高
校
生
以
下
二
千
円

1
月
27
日
貊
ま
で
に
、
費
用
を
添
え

て
市
内
各
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
へ

松
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
・
上
田
蕁

090
・
3
2
0
7
・
4
6
2
3

虔
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
と
市
民

講
座1

月
21
日
貍
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

＝
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
、
午
後
2
時

〜
3
時
＝
市
民
講
座

会
場
馬
橋
東
市

民
セ
ン
タ
ー

内
容
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ポ

イ
ン
ト
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
に
つ
い

て
　
費
用
無
料

当
日
会
場
で

松
戸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
員
協
議

会
蕁
361
・
9
5
4
5

虔
視
覚
障
害
者
と
の
交
流
会

2
月
17
日
貊
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

会
場
健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ
い
22
）

内
容
松
戸
市
視
覚
障
害
者
協
会
・
松
戸

朗
読
奉
仕
会
・
松
戸
点
訳
会
の
各
会
員

等
が
参
加
し
て
の
交
流
会
　
対
象
視
覚

障
害
者
　
費
用
八
百
円
（
昼
食
代
）

※
お
知
り
合
い
の
視
覚
障
害
を
持
つ
人

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

1
月
28
日
貍
ま
で
に
、
電
話
で
松
戸

点
訳
会
・
加
藤
蕁
368
・
2
1
1
9
へ

虔
消
費
者
無
料
相
談
会

1
月
29
日
豸
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
問
題
等
を
含
む
、
消
費
者
問
題

に
つ
い
て
の
相
談
　
定
員
先
着
30
人
　

電
話
で

ア
イ
ゼ
ン
サ
ポ
ー
ト
薔
0

1
2
0
・
316
・
495
へ

虔
ひ
ぐ
ら
し
の
会

1
月
28
日
貍
午
後
2
時
開
演
　
会
場

森
の
ホ
ー
ル
21

内
容
砂
田
直
規
の
バ

リ
ト
ン
の
世
界
、
落
語
オ
ペ
ラ
「
た
ら

ち
ね
」

費
用
大
人
三
千
円
、
高
校
生

以
下
千
五
百
円

同
会
・
荒
井
蕁
389
・
9
9
9
1

虔
風
の
子
公
開
親
子
遊
び

1
月
24
日
貂
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場
相
川
公
園
中
央
会
館
（
西
馬
橋
）

内
容
絵
本
・
わ
ら
べ
う
た
・
手
遊
び
等

対
象
未
就
園
児
　
費
用
二
百
円

風
の
子
サ
ー
ク
ル
・
深
道
蕁
04
・
7

1
5
8
・
1
7
3
2

虔
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
一
日
体
験

1
月
29
日
豸
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場
市
民
会
館
　
内
容
ゲ
ー
ム
・
ソ
ン

グ
、
ク
ラ
フ
ト
　
対
象
幼
稚
園
年
中
・

年
長
児
　
費
用
無
料

電
話
で
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
二
十

団
・
山
中
蕁
365
・
0
5
3
3
へ

虔
松
戸
ス
ウ
ィ
ン
グ
セ
ピ
ア
・
ビ

ッ
グ
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

1
月
29
日
豸
午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
市
民
会
館
　
内
容
ス
ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ

ズ
や
ラ
テ
ン
の
曲
を
演
奏
　
費
用
無
料

同
バ
ン
ド
・
中
島
蕁
385
・
7
9
6
8

広
報
ま
つ
ど
「
自
転
車
駐
車

場
特
集
号
」
は
、
1
月
20
日
貊

の
新
聞
（
朝
刊
）
に
折
り
込
み

ま
す
。

生
活
安
全
課
自
転
車
対
策
担

当
室
蕁
366
・
7
4
3
9

ご
う
だ

わ

り

き

ゆ

い

は
や
しみ

き

ふ
か
み
ち
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期　日 内　　容

休館日月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館） 開館時間午前9時30分～午後5時（入
館は4時30分まで） 入館料一般150円（120円）、高校・大学生100円（80円）、小・中学
生50円（40円）。戸定邸との共通入館券はそれぞれ一般240円（200円）、高校生・大学生
160円（120円）、小・中学生80円（60円）。〔( )内は団体料金／20人以上〕
※市内在住の身体障害者手帳または療養手帳を持っている人とその介護の人、70歳以上
の人および、土曜日に限り小・中学生は観覧無料（戸定邸を含む）。

※2/3貊まで、歴史館は燻蒸（くんじょう）および展示替えのため休館となります。戸定
邸は通常通り観覧できます。

2/4貍～
4/9豸

徳川慶喜・東京写真紀行
※内容は8面をご覧ください。

文化ホールギャラリー 蕁367-7810

松戸駅市民ギャラリー 教）社会教育課蕁366-7462

期間 1/26貅まで 1/27貊～2/9貅 2/10貊～23貅

東
わかば園「工房からのメッ
セージ」
江澤蕁384ー0165

金彩会絵画展
杉澤蕁345ー8397

「私の好きな松戸の景観スポット」
の市民からの応募写真
都）企画管理室蕁366ー7356

西 淡彩スケッチの会作品展
木田蕁345ー8014

くみ紐作品展
平野蕁366ー6743

油絵展
坂本362ー6640

21世紀の森と広場パークセンター 蕁345-8900

行　事　名 日　時 講　師　等 定員／費用

電話でパークセンター（午前9時～午後5時）へ
相
談

みどりの相談員による花や緑に関する相談
（電話でも受け付けます）

開館時間午前9時～午後4時（2/28貂まで） 休館日月曜日（祝日の場合は開館し翌日休館）、
※バーベキューのお問い合わせは蕁385─1815または蕁384─2234まで

毎週水・土・日曜日と祝日の午前10時～
正午と午後1時～3時30分

こども自然体験
「冬越しの昆虫さがし」

2/5豸午前10時
30分～正午

自然解説員・田中宏卓
氏と小川潤氏

定員先着25人　費
用無料（要予約）

園芸教室「春蒔き草花」 2/12豸午後1時
30分～3時

みどりの相談員・青島
尚祐氏

定員先着45人　費
用無料（要予約）

会　期 内　容 問い合わせ先
1/18貉～22豸 松戸市小中学校造形作品展 教）指導課　　　　　　 蕁366─7458

1/25貉～29豸 第46回松戸市小中学校書初展教）指導課　　　　　　 蕁366─7458

2/ 1貉～ 5豸 写撮98まつど第6回写真展 坂内　　　　　　　　　 蕁391─3047

2/ 2貅～ 5豸 いけばな展 関本　　　　　　　　蕁0436─61─0167

開館時間午前10時～午後6時　休館日月曜日

市主催の催し物
事業名 日　時 会　場 内容・対象等 申し込み先

ごみツアー
2/8貉
8:50～12:00

コース市役所地下玄関集合～日暮クリーン
センター～資源リサイクルセンター～和名
ケ谷クリーンセンター～市役所解散　対象
市内在住の人（乳幼児の参加不可） 定員
先着20人　費用無料

電話で環境業務
課
蕁366─7332へ

※参加人数が10人未満の場合は中止。10人以上の団体は別途申し込み可。

朗読を聞く
会

2/8貉
10:00～11:30

健康福祉会館
（ふれあい22）

内容松戸朗読奉仕会会員によ
る短編等の朗読　対象障害者
手帳を持っている人やそれに
準じる人（付添人の参加可）
費用無料

健康福祉会館障
害者福祉センター
蕁383─7111
薨383─7810

トレーニン
グ機器操作
講習会

2/8貉・12豸
10:00～11:00
14:00～15:00

柿ノ木台公園
体育館トレー
ニング室

対象16歳以上の人 定員各先
着20人 持ち物運動着・上履
き　費用315円（施設使用料）

直接または電話
で柿ノ木台公園体育
館蕁331─1131へ

こどもパソ
コン教室

2/18貍・25貍
・26豸
10:00～11:30、
13:15～14:45

常盤平児童福
祉館

内容いろんなシールをつくっ
ちゃおう 対象小学生以上
定員各3人　費用無料

電話で常盤平児
童福祉館
蕁387─3320へ

土曜移動児
童館

①2/ 4貍
②2/18貍
13:00～16:30

東部市民セン
ター

内容①科学あそび②びっくり
カードをつくろう 対象小学
生 費用無料
※持ち物はお問い合わせを

常盤平児童福祉
館
蕁387─3320

中高生の広
場（T・A・
P・S）

1/28貍
17:00～19:00

常盤平児童福
祉館

内容卓上ゲームをやってみよ
う　対象中学・高校生 費用
無料

戸定歴史館 蕁362-2050

2/14貂～26豸 第32回松戸市書道展覧会 教）社会教育課　　　　 蕁366─7462

期間 1/26貅まで 1/27貊～2/9貅 2/10貊～25貍

博物館（21世紀の森と広場内） 蕁384-8181

期　間 内　　容

①1/31貂まで
②2/1貉～28貂
各午後1時15分、3
時15分上映（土・
日曜日、祝日は午
前11時からも上映）

ハイビジョン映像
①白への幻想～陶磁器の究極に挑む名工たち〈第3巻〉「桃山茶陶の復
活～茶人の求めた白」上映時間30分
②美の回廊をゆく～南アジア至宝の旅1 上映時間50分（10分のミニ
シリーズ×5編）
会場講堂　観覧無料
※1/21貍・29豸、2/12豸・18貍・26豸は講座・講演会開催のため、午
後1時15分からの上映は中止

1/21貍午後1時～
3時

連続講座　展示でみる・歩いてみる松戸の歴史⑦
｢松戸の遺跡シリーズ（1）子和清水貝塚」（市立博物館・友の会共催）
会場常設展示室・講堂　内容講師と常設展示を見学し､解説を聴くシ
リーズ第7回　講師当館学芸員　定員当日先着80人
費用200円（友の会会員は無料）

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日
※時間・詳細についてはお問い合わせください。
電話で試着体験係蕁384─8272へ

休館日月曜日（祝・休日の場合は開館し、翌日休館）・第4金曜日 開館時間午前9時30
分～午後5時（入館は午後4時30分まで） 常設展観覧料一般300円（240円）、高校・大
学生150円（100円）、小・中学生100円（60円）〔（ ）内は団体料金／20人以上〕
※土曜日は小・中学生の観覧料無料。市内在住の身体障害者手帳または療養手帳を持って
いる人とその介護の人、70歳以上の人は観覧料無料。

ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10時・午後2時からの30分間（参加者は観覧料が必要）
※来館者専用の駐車場はありません。21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用ください。

①1/31貂まで
②2/1貉～28貂

エントランス展示
①「仏頭」〔アフガニスタン（4～5世紀）〕
②大橋正のグラフィック・デザイン

2/16貅・17貊
①午前10時から②
午前10時40分から
③午前11時20分か
ら④午後1時から⑤
午後1時40分から
〔各40分間〕

講座「裂き織り」体験（市立博物館・友の会「はたくさの会」共催）
会場実習室　定員各1人（抽選) 費用無料（材料は用意してありま
す。ただし、作品を郵送希望の人は送料がかかります。）
2/5豸までに、往復ハガキ（1人1枚）に住所・氏名・電話番号・希

望日（16日か17日)・希望時間（①～⑤を第2希望まで）を記入して、
下記住所 市立博物館・友の会「はたくさの会・裂き織り体験」係（蕁
384─8181）へ

1/26貅
防火訓練=午前9時
30分～10時30分、
講演=午前10時45
分～正午

「文化財防火デーに参加してみよう」
会場エントランスホール・講堂　内容博物館で行う防火訓練に参加
し、講演「松戸の重要文化財～幸田貝塚出土品」を聴く　講師当館学
芸員　定員当日先着50人　費用無料

2/18貍午後1時～
3時

連続講座　展示でみる・歩いてみる松戸の歴史⑧
｢松戸の遺跡シリーズ（2）貝の花貝塚」（市立博物館・友の会共催）
会場常設展示室・講堂　内容講師と常設展示を見学し､解説を聴くシ
リーズ第8回　講師当館学芸員　定員当日先着80人
費用200円（友の会会員は無料）

※上記往復ハガキの宛先…〒270ー2252松戸市千駄堀671 市立博物館各係へ

①2/12豸②2/26豸
各午後1時30分～
3時

自然史講演会　自然を語る
会場講堂　内容①人類の祖先を復元する②歯の人類学～縄文人と弥
生人　講師①国立科学博物館人類研究部部長・馬場悠男氏②日本大学
松戸歯学部解剖学教授・金澤英作氏　定員各80人（抽選) 費用無料
2/1貉〔必着〕までに、往復ハガキ（1人1枚）に住所・氏名・電話
番号を記入して、下記住所 市立博物館「自然を語る①」係または、

「自然を語る②」係（蕁384─8272）へ
※①か②をはっきりとご記入ください（両日申込可）

常盤平児童福祉
館
蕁387─3320

野菊野こど
も館ゲーム
大会

①1/29豸
14:00～15:30
②2/ 3貊
16:00～16:40

野菊野こども
館

内容①ゲーム大会（ダーツ・
こま・マンカラ）②おはなし
の玉手箱～大型紙芝居「じご
くのそうべい」 対象小学生
・幼児 費用無料

野菊野こども館
蕁331─1144

虔
も
ぐ
ら
ク
ラ
ブ

毎
週
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
か
ら

会
場
高
塚
コ
ー
ト
　
内
容
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
　
対
象
小
学
四
年
生
以
下
　
費
用
月

千
円
（
入
会
金
三
千
円
）

ハ
ガ
キ
で
〒
271
―
0
0
9
1
松
戸
市

本
町
一
二
の
五
石
井
ビ
ル
　
増
田
善
弘

（
蕁
362
・
0
3
5
0
）
へ

虔
社
交
ダ
ン
ス
ブ
ッ
ク
本

①
毎
週
土
曜
日
午
後
5
時
〜
7
時
②

毎
週
水
曜
日
午
後
3
時
〜
5
時
　
会
場

勤
労
会
館
　
対
象
①
初
心
者
②
初
級
者

費
用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

田
口
蕁
090
・
4
6
0
3
・
9
0
0
8

虔
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
さ
く
ら
会

毎
週
月
曜
日
午
後
1
時
〜
4
時
　
会

場
青
少
年
会
館
　
内
容
テ
ン
ダ
ン
ス
を

中
心
に
　
対
象
初
級
の
上
　
費
用
月
五

千
円
（
入
会
金
な
し
）

加
藤
蕁
090
・
8
7
2
9
・
2
9
1
8

虔
あ
か
ね
の
会

毎
月
第
三
金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内

容
蜻
蛉
日
記
等
、
日
本
古
典
文
学
の
勉

強
　
費
用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

川
端
蕁
346
・
0
8
4
1

虔
稔
台
ペ
ン
習
字
会

毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
午
後
2
時
〜

4
時
　
会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
稔
台
文
化
祭
で
作
品
を
掲
示
　
費
用

月
二
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

小
原
蕁
364
・
5
7
5
8

虔
松
戸
中
国
語
サ
ロ
ン

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
〜
9
時
　
会

場
市
民
劇
場
　
内
容
中
国
人
講
師
を
囲

ん
で
中
国
語
を
学
習
　
対
象
初
級
・
中

級
（
ピ
ン
イ
ン
が
読
め
る
人
）

費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
五
百
円
）

吉
田
蕁
345
・
9
6
6
8

虔
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス

毎
月
三
回
土
曜
日
午
後
7
時
〜
8
時

30
分
　
会
場
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
新
世
界

（
松
戸
駅
西
口
）

内
容
タ
ッ
プ
の
基
本

か
ら
　
費
用
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金

な
し
）

根
本
蕁
366
・
3
2
7
5

虔
神
輿
同
好
会
・
和
會

各
地
祭
礼
に
て
、
神
輿
を
か
つ
ぐ

費
用
年
一
万
円
（
入
会
金
な
し
）

大
橋
蕁
368
・
3
8
9
7

虔
新
松
戸
菜
の
花
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
（
社
交
ダ
ン
ス
）

毎
週
土
曜
日
午
後
6
時
〜
9
時
　
会

場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
中
級

程
度
、
男
性
　
費
用
月
三
千
円
（
入
会

金
二
千
円
）

飯
島
蕁
090
・
1
2
6
6
・
4
5
8
2

虔
チ
ャ
ー
ミ
ー
ク
ラ
ブ
（
社
交
ダ

ン
ス
）

毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
〜
9
時
　
会

場
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
　
内
容
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
中
心
（
ホ
ー
ル
ド
・
姿
勢

の
基
本
か
ら
）

対
象
女
性
の
上
級
者

費
用
月
四
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

長
峰
蕁
090
・
4
1
3
6
・
6
5
4
1

虔
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

毎
月
四
回
木
曜
日
午
前
10
時
15
分
〜

11
時
45
分
　
会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
月
二
千
五
百
円（
入
会
金
千
円
）

石
田
蕁
343
・
6
4
5
5
（
午
後
7
時

〜
9
時
）

虔
新
松
戸
空
手
道
会

毎
週
日
曜
日
午
後
0
時
30
分
〜
2
時

30
分
　
会
場
幸
谷
小
学
校
　
内
容
基

本
・
組
手
・
型
　
対
象
小
学
生
か
ら

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
な
し
）

林
蕁
344
・
9
1
5
8（
午
後
6
時
以
降
）

虔
琴
伝
流
大
正
琴
・
彩
美
会

毎
週
金
曜
日
（
第
五
週
を
除
く
）
午

前
10
時
〜
正
午
　
会
場
ピ
コ
テ
ィ
ー
西

館
（
JR
北
小
金
駅
下
車
）

内
容
童

謡
・
演
歌
等
を
基
礎
か
ら
　
対
象
初
心

者
　
費
用
月
四
千
円
（
入
会
金
な
し
）

奥
野
蕁
342
・
2
9
7
4

虔
松
戸
小
う
た
連

毎
月
第
二
日
曜
日
午
後
1
時
〜
3
時

会
場
古
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
松

戸
小
う
た
・
坂
川
小
う
た
。
唄
と
踊
り

の
練
習
　
費
用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

中
條
蕁
368
・
4
3
3
9

虔
モ
ハ
ラ
・
フ
ラ
勉
強
会
（
フ
ラ

ダ
ン
ス
）

毎
月
第
一
・
二
・
三
火
曜
日
午
後
1

時
〜
3
時
　
会
場
松
戸
東
口
会
館
　
費

用
月
三
千
五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

谷
山
蕁
311
・
0
7
8
8

み
こ
し

や
わ
ら
ぎ
か
い

1/28貍～2/26豸
「昭和初期彫刻の鬼才たち～寺畑助之丞と構造社」展
※内容は1面をご覧ください。
社会教育課蕁366ー7463



同校内に花壇散水用の雨水タンク施設
（右写真）が完成しました。県の「魅力あ
る高等学校づくりチャレンジ支援事業」
として、河川愛護団体「六間川をきれい
にする会」と馬橋高校の生徒、市が協働
で設置したものです。自然からの恵みを
大切にし、再利用をする「もったいない
運動」の意味も込められています。
今後は、地域との交流を図りながら、

学校周辺の緑再生と雨水利用を行い、若
い世代を地域の環境リーダーとして育て
ていきたい、とのことです。

2月18日貍午前10時30分～午後2時　会場市民会館　内容芋
がら麦ご飯・八つ頭の味噌汁・雑魚煮（ざこに）・京菜漬等、
戦時中の食糧難の時代の食事を再現。参加者が共同で調理・試
食し、講師から当時の話を聞く　講師新松戸郷土資料館館長・
大井弘好氏　定員先着56人　持ち物エプロン・ふきん・バンダ
ナまたは三角きん　費用無料
※学生・親子の参加も大歓迎
1月16日豺から、直接または電話・Ｅメールで、氏名・住所・

電話番号・年齢・性別・参加人数を、総務企画本部総務課（蕁
366－7305、 mcsoumu@city.matsudo.chiba.jp）へ　

戦 時 中 の 食 事 体 験 講 座

メイク松戸ビューティフルでは、平成10年から「松戸駅周辺」で
ポイ捨てをなくし、街と人々の心をきれいにしようと実地調査を続
けています。
前回は、地元の人をはじめ、280人もの参加で、調査を実施するこ
とができました。今回も、私た
ちと一緒に、きれいなまちづく
り運動に参加してみませんか。
1月22日豸午前8時45分～10
時30分　場所松戸駅西口デッ
キ集合〔雨天中止、ただし小雨
決行〕
メイク松戸ビューティフル

事務局蕁361―5304

広報 2006年（平成18年）1月15日
8

県立馬橋高校に雨水利用施設が完成

1月18日貉午後0時15分～0時45分　会場市役所議会棟地下1階玄関
ホール　演奏者川井夏香（クラリネット）、田渕恵実（クラリネット）
曲目オペラアリアより（モーツァルト）、韓流メドレー他　費用無料
※生の演奏をお子さんと一緒に気軽にお楽しみください。
社会教育課蕁366－7462

企画展 徳川慶喜・東京写真紀行

松戸駅周辺ポイ捨てウォッチングの
参加者を募集

シティー・ミニコンサート
～クラリネットのあったかいハーモニー～

講師・大井弘好氏

雨水は、馬橋高校に隣接する、六間川沿い
に整備された花壇への散水に役立てます

今
回
設
置
さ
れ
た
雨
水
利
用
タ
ン
ク
施
設
。

散
水
用
の
管
の
埋
設
は
、
馬
橋
高
校
の
生
徒

た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た

昨
年
、
琴
欧
州
関
が
大
関
昇
進
を
確
実
に
し
た

こ
と
で
注
目
を
集
め
た
大
相
撲
九
州
場
所
で
、
そ

の
師
匠
・
先
代
佐
渡
ケ
嶽
親
方
の
鎌
谷
紀
雄
さ
ん

が
、
定
年
に
よ
り
親
方
を
退
く
こ
と
に
な
っ
た
。

現
役
時
代
の
四
股
名
（
し
こ
な
）
は
「
琴
櫻
」。

師
匠
・
琴
錦
の
「
琴
」
と
、
郷
里
鳥
取
県

倉
吉
市
の
桜
の
名
所
か
ら
取
り
、
名
付
け

ら
れ
た
。
初
土
俵
は
昭
和
34
年
一
月
場
所
。

当
時
か
ら
有
名
だ
っ
た
佐
渡
ケ
嶽
部
屋
の

猛
稽
古
に
よ
り
鍛
え
ら
れ
、
頭
か
ら
激
し

く
当
た
り
、
力
ま
か
せ
に
押
し
進
む
相
撲

で
「
猛
牛
」
の
異
名
を
取
る
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
体
が
硬
く
、
現
役
時
代
を
通
じ
、
け

が
に
泣
か
さ
れ
た
。
新
小
結
の
昭
和
39
年

一
月
場
所
で
、
右
踝
（
く
る
ぶ
し
）
骨

折
・
右
膝
関
節
脱
臼
の
大
け
が
を
負
い
、

そ
の
後
十
両
ま
で
陥
落
し
た
が
、
不
屈
の

闘
志
に
よ
り
復
活
を
果
た
し
、
大
関
在
位

三
十
二
場
所
目
、
初
土
俵
か
ら
十
五
年
目
に
し
て
、

横
綱
に
ま
で
登
り
つ
め
た
。

け
が
を
す
る
た
び
、
フ
ァ
ン
や
周
り
の
人
た
ち

か
ら
見
舞
い
や
激
励
の
言
葉
を
多
く
貰
い
、
そ
れ

を
励
み
に
リ
ハ
ビ
リ
、
稽
古
に
打
ち
込
ん
だ
。

「
一
生
懸
命
支
え
て
く
れ
る
人
の
気
持
ち
を
、

絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
を
思
い
出
し

て
や
る
、
苦
し
い
の
は
当
た
り
前
。
我
慢
し
て
我

慢
し
て
、『
あ
い
つ
は
あ
そ
こ
ま
で
、
よ
く
や
る

も
ん
だ
』
と
い
う
く
ら
い
や
っ
て
、
報
い
な
き
ゃ

い
け
な
い
」

人
の
「
気
持
ち
」
を
感
じ
て
頑
張
る
こ
と
が
、

相
撲
の
一
番
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
い
う
。

現
役
を
引
退
後
、
前
親
方
の
急
逝
に
よ
り
、
佐

渡
ケ
嶽
部
屋
を
引
き
継
ぎ
、
以
後
三
十
年
以
上
に

わ
た
っ
て
部
屋
を
支
え
な
が
ら
、
協
会
の
理
事
を

務
め
る
な
ど
、
相
撲
界
を
引
っ
張
っ
て
き
た
。

先代佐渡ケ嶽親方
(第5 3代横綱・琴櫻） 「

今
頑
張
ら
な
い
と
、
相
撲
が
駄
目
に
な
る
」

琴
欧
州
関
の
活
躍
で
相
撲
人
気
は
盛
り
返
し
て

き
て
い
る
が
、
最
近
は
出
稽
古
の
機
会
が
減
る
な

ど
し
て
、
大
相
撲
界
全
体
に
稽
古
量
が
減
っ
て
い

る
こ
と
や
、
厳
し
い
稽
古
に
耐
え
ら
れ
な
い
日
本

人
力
士
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
、
危
機
感
を
覚
え
る

と
い
う
。

一
方
で
鎌
谷
さ
ん
は
、連

日
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
る
、

若
い
人
た
ち
が
関
わ
る
凶

悪
事
件
に
心
を
痛
め
る
。

「
自
分
た
ち
の
世
代
は

ね
、
親
た
ち
を
見
て
育
っ

て
き
た
。
子
ど
も
が
た
く

さ
ん
い
て
大
変
だ
な
、
生

活
が
苦
し
い
よ
な
、
そ
う

い
う
の
を
見
て
、
親
孝
行

し
よ
う
と
思
っ
て
自
分
は
郷
里
を
出
て
き
た
」

「
相
撲
好
き
な
人
は
一
生
懸
命
応
援
し
て
く
れ

て
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
よ
。
相
撲
っ
て
の
は
、

礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
も
の
だ
け
ど
、
相
撲
好

き
な
人
は
そ
う
い
う
面
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
。
い
ま
社
会
全
体
が
変
化
し
て
、
特
に
若
い

人
た
ち
を
中
心
に
『
礼
』
と
い
う
意
識
が
薄
れ
て

き
て
い
る
か
ら
、
相
撲
フ
ァ
ン
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
ん
で
す
よ
」

「
定
年
に
な
っ
た
か
ら
、
本
当
は
ゆ
っ
く
り
し

た
い
ん
だ
よ
」
と
言
う
鎌
谷
さ
ん
。「
部
屋
は
現

親
方
に
譲
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
部
屋
を
見
て
い
か

な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
若
い
人
に
だ
っ
て
素
朴
な
人

は
い
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
『
礼
』、
人
の

『
気
持
ち
』
を
感
じ
取
る
心
を
、
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

優
し
い
目
で
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
。

（
串
崎
南
町
在
住
）

「強い大関、そして横綱になってほしい」そ
の気持ちから、琴欧州関へ厳しい言葉が飛ぶ

今年も多くの参加をお待ちしています

か ま た に の り お

鎌谷 紀雄 さん

日時…2月4日貍～4月9日豸午前9時30分～午
後5時（入館は午後4時30分まで）
休館…月曜日　
会場…戸定歴史館展示室　
内容…1897(明治30)年、還暦を迎えた徳川慶
喜は、静岡を離れて東京に移住しました。30
年ぶりに「江戸入りした元将軍」は、以前か
ら熱中していたカメラを持ち、上野の博覧会、
九段坂近辺、神田川や隅田川沿いの桜の名所、
親類の伏見宮家や一橋徳川家の屋敷を撮影し
ています。また、慶喜邸の内部を克明に記録
した写真もあります。絵葉書とは一味違う、アマチュアカメラマンが見た
100年前の東京中心部を、徳川慶喜の日常生活に触れながら紹介します。
主な出品資料…『徳川慶喜撮影アルバム』3冊、「徳川慶喜邸立体写真」、
「隅田川桜花立体写真」、「水戸徳川邸西洋館立体写真」、「徳川慶喜撮影風景
写真」、徳川慶喜撮影記録、徳川慶喜家扶日記など　
費用…一般150円(120円)、高校・大学生100円(80円)、小・中学生50円
(40円)。戸定邸との共通入館券は、それぞれ一般240円(200円)、高校・大
学生160円(120円)、小・中学生80円(60円)。〔（ ）内は団体料金／20人

以上〕

徳川慶喜

※市内在住の身体障害者手帳・
療養手帳を持っている人と、
その介護の人、70歳以上の人、
および土曜日の小・中学生
は観覧無料（戸定邸を含む）
※市のホームページもご覧く
ださい（アドレスは1面右上
参照）。
戸定歴史館蕁362－2050慶喜が撮影した東京勧業博覧会会場


